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１
月
29
日
、
日
本
銀
行
（
以
下
、
日

銀
）
は
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
付
き
量
的
・

質
的
金
融
緩
和
」
の
導
入
を
決
定
し

た
。
従
来
か
ら
の
大
規
模
資
産
買
入
れ

に
加
え
て
、
金
融
機
関
が
保
有
す
る
日

銀
当
座
預
金
の
一
部
に
▲
０
・
１
％
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
を
適
用
す
る
と
い
う
も

の
だ
。

　

日
銀
は
「
国
内
経
済
は
緩
や
か
な
回

復
を
続
け
て
お
り
、
物
価
の
基
調
は
着

実
に
高
ま
っ
て
い
る
」
と
の
見
方
を
変

え
て
い
な
い
が
、
原
油
価
格
の
一
段
の

低
下
、
年
初
以
降
の
金
融
市
場
の
混
乱

に
よ
っ
て
、
企
業
や
家
計
の
マ
イ
ン
ド

が
悪
化
し
、
物
価
の
基
調
に
悪
影
響
が

及
ぶ
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
こ
と
を
、
今

回
の
追
加
緩
和
（
マ
イ
ナ
ス
金
利
導

入
）
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　

日
銀
の
狙
い
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

金
利
の
押
下
げ
に
よ
っ
て

株
式
等
に
資
金
を
振
り
向
け
る

策
に
よ
っ
て
（
名
目
）
金
利
を
幅
広
く

押
し
下
げ
る
と
と
も
に
、
人
々
の
予
想

物
価
上
昇
率
を
引
き
上
げ
、
実
質
金
利

（
名
目
金
利

－

予
想
物
価
上
昇
率
）
の

押
下
げ
を
通
じ
て
消
費
や
投
資
を
促

進
、
す
な
わ
ち
経
済
を
活
性
化
す
る
こ

と
に
あ
る
。

　

ま
た
、
金
利
を
押
し
下
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
民
間
の
運
用
資
金
が
貸
出
や
株

式
、
外
貨
建
て
資
産
な
ど
に
シ
フ
ト

し
、
景
気
を
刺
激
す
る
と
い
う
「
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ
バ
ラ
ン
ス
効
果
」
も

狙
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
通
貨
安
誘
導

と
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に
、
対
外
的

に
は
完
全
否
定
し
て
い
る
が
、
日
銀
は

円
安
進
行
に
よ
る
景
気
の
下
支
え
効
果

も
暗
に
狙
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

黒
田
日
銀
総
裁
は
、
直
前
ま
で
マ
イ

ナ
ス
金
利
導
入
に
対
し
て
否
定
的
な
見

解
を
表
明
し
て
い
た
だ
け
に
、
導
入
決

定
は
市
場
で
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め

ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に

よ
っ
て
何
が
起
こ
っ
た
か
、
影
響
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。

１
．
金
融
市
場
へ
の
影
響

　

ま
ず
、
同
政
策
決
定
後
に
顕
著
に
起

こ
っ
た
こ
と
は
市
場
金
利
の
低
下
だ
。

国
債
の
利
回
り
は
決
定
を
受
け
て
幅
広

い
年
限
で
低
下
し
た
。

　

具
体
的
に
代
表
的
な
指
標
で
あ
る
10

年
国
債
利
回
り
を
見
て
み
る
と
、
決
定

前
ま
で
は
０
・
２
％
台
で
推
移
し
て
い

た
も
の
が
、
１
月
29
日
の
決
定
を
受
け

て
０
・
０
％
台
へ
と
大
き
く
低
下
し
、

過
去
最
低
を
更
新
。
そ
の
後
は
一
時
方

向
感
を
失
っ
た
も
の
の
、
２
月
16
日
に

マ
イ
ナ
ス
金
利
の
適
用
が
開
始
さ
れ
て

か
ら
は
再
び
低
下
ト
レ
ン
ド
と
な
り
、

２
月
下
旬
以
降
は
マ
イ
ナ
ス
圏
（
▲

０
・
０
５
％
前
後
）
で
の
推
移
が
続
い

て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
と
は
、「
お
金
の
貸

し
手
が
借
り
手
に
金
利
を
支
払
う
」
こ

と
を
意
味
し
、
常
識
的
に
は
有
り
得
な

い
事
態
だ
。
し
か
し
、
銀
行
な
ど
日
銀

当
座
預
金
を
保
有
す
る
金
融
機
関
に
し

て
み
れ
ば
、
余
剰
資
金
を
日
銀
当
座
預

金
に
積
み
上
げ
続
け
る
と
日
銀
に
０
・

１
％
の
利
子
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
る
た
め
、
多
少
の
マ
イ
ナ
ス
金
利

で
も
国
債
を
買
う
動
機
が
生
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
最
終
的
に
は
大
規
模
に
国
債

を
買
い
入
れ
て
い
る
日
銀
が
、
よ
り
高

値
で
（
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
金
利
で
）
国

債
を
買
っ
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
も

利
回
り
の
マ
イ
ナ
ス
化
を
正
当
化
し
て

い
る
。

　

な
お
、
国
債
利
回
り
と
並
ん
で
市
場

金
利
の
代
表
的
な
指
標
と
な
る
も
の
に

銀
行
間
金
利
（
Ｔ
ｉ
ｂ
ｏ
ｒ
や
無
担
保

コ
ー
ル
翌
日
物
）
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら

も
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
決
定
を
受
け
て

顕
著
に
低
下
し
て
お
り
、
無
担
保
コ
ー

ル
翌
日
物
に
つ
い
て
は
小
幅
な
マ
イ
ナ

ス
金
利
で
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
同
じ
金
融
市
場
で
も
、
為
替

市
場
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
効

果
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス

金
利
決
定
前
に
１
１
８
円
台
で
推
移
し

て
い
た
ド
ル
円
レ
ー
ト
は
、
決
定
を
受

け
て
一
旦
１
２
１
円
台
後
半
ま
で
円
安

が
進
ん
だ
が
、
そ
こ
で
勢
い
は
終
わ

り
、
以
降
は
一
転
円
高
方
向
へ
。
２
月

11
日
に
は
一
時
１
１
０
円
台
ま
で
円
高

が
進
行
し
、
そ
の
後
も
１
１
５
円
を
回

復
し
て
い
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
自
体
は
、
日
本

の
市
場
金
利
を
押
し
下
げ
る
こ
と
で
円

の
魅
力
を
低
下
さ
せ
る
た
め
、
明
ら
か

に
円
安
材
料
な
の
だ
が
、
外
部
環
境
の

悪
化
の
影
響
が
あ
ま
り
に
大
き
く
、
円

高
方
向
に
押
し
戻
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
中
国
不
安
や
原

油
価
格
下
落
に
伴
っ
て
世
界
の
株
価
が

下
落
し
、
リ
ス
ク
回
避
の
円
買
い
が
活

発
化
し
た
。
世
界
的
株
安
の
よ
う
な
リ

ス
ク
回
避
局
面
に
お
い
て
円
は
買
わ
れ

る
。
安
全
通
貨
だ
か
ら
と
い
う
よ
り

も
、
平
時
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
円
キ
ャ

リ
ー
・
ト
レ
ー
ド
（
低
金
利
の
円
を
売

リ
ス
ク
回
避
等
の
動
き
か
ら

円
高
ド
ル
安
が
進
行

っ
て
高
金
利
通
貨
を
買
い
、
利
ザ
ヤ
を

稼
ぐ
取
引
）
が
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に

解
消
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
円
が
買
い
戻

さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
世
界
的
な
株
安
局
面
が
長

引
い
た
こ
と
や
原
油
安
の
悪
影
響
な
ど

か
ら
米
国
経
済
の
先
行
き
へ
の
不
安
が

高
ま
り
、
追
加
利
上
げ
観
測
が
後
退
。

ド
ル
売
り
が
強
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、「
リ

ス
ク
回
避
の
円
買
い
」
と
「
米
国
の
追

加
利
上
げ
観
測
後
退
に
よ
る
ド
ル
売

り
」
が
重
な
り
、
２
月
中
旬
に
か
け
て

急
激
な
円
高
ド
ル
安
の
進
行
が
起
き
た

わ
け
だ
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
自
体
に

も
問
題
が
あ
る
。
世
界
的
に
先
例
が
少

な
く
、
日
本
と
し
て
も
初
の
試
み
で
あ

る
だ
け
に
、
そ
の
効
果
と
副
作
用
が
読

め
ず
、
市
場
で
積
極
的
に
評
価
さ
れ
づ

ら
か
っ
た
。
効
果
よ
り
も
副
作
用
が
大

き
く
な
れ
ば
、
政
策
を
続
け
ら
れ
な
く

な
る
と
い
う
リ
ス
ク
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

決
定
後
に
円
高
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
た

め
、
株
価
も
大
き
く
下
落
し
た
。
さ
ら

に
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
っ
て
収

益
が
圧
迫
さ
れ
る
と
の
見
方
か
ら
銀
行

の
株
価
が
大
き
く
下
落
し
た
こ
と
も
、
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消
費
・
投
資
を
促
し
経
済
を
活
性
化
!?

Ⅰ
．
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入
の
背
景
と
狙
い

為
替
や
株
へ
の
影
響
は
顕
在
化
せ
ず

実
体
経
済
へ
の
影
響
も
限
定
的
か

Ⅱ
．
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
金
融
・
経
済
に
与
え
る
影
響

見えてきた
マイナス金利の影響と

今後の動向

　２月16日から日銀が「マイナス金利政策」を
スタートした。本稿では、金融市場や経済、各
業界にどんな影響が表れているかを見ていく。
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